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　このたびご縁をいただき、大津赤十字病院整形外科部　このたびご縁をいただき、大津赤十字病院整形外科部
長として赴任するとともに、新たに脊椎センターを開設す長として赴任するとともに、新たに脊椎センターを開設す
ることとなりました。ることとなりました。

　これまで京都市立病院脊椎センターにおいて、年間　これまで京都市立病院脊椎センターにおいて、年間
300〜350例の脊椎手術を行い、京都市を中心とした脊300〜350例の脊椎手術を行い、京都市を中心とした脊
椎疾患の診療に携わってまいりました。これらの経験を椎疾患の診療に携わってまいりました。これらの経験を
活かし、地域の先生方と連携しながら、より専門性の高活かし、地域の先生方と連携しながら、より専門性の高
い脊椎医療を提供していく所存です。い脊椎医療を提供していく所存です。

　大津赤十字病院脊椎センターにおきましても、脊柱管　大津赤十字病院脊椎センターにおきましても、脊柱管
狭窄症や腰椎椎間板ヘルニア、頚椎症性脊髄症、骨粗鬆狭窄症や腰椎椎間板ヘルニア、頚椎症性脊髄症、骨粗鬆
症性椎体骨折といった比較的頻度の高い疾患から、小児症性椎体骨折といった比較的頻度の高い疾患から、小児
側弯症や成人脊柱変形、脊椎再手術症例、脊椎感染症、側弯症や成人脊柱変形、脊椎再手術症例、脊椎感染症、
脊椎脊髄腫瘍、さらには後縦靱帯骨化症（OPLL）や黄色脊椎脊髄腫瘍、さらには後縦靱帯骨化症（OPLL）や黄色
靱帯骨化症（OLF）などの難治性疾患まで、幅広く対応可靱帯骨化症（OLF）などの難治性疾患まで、幅広く対応可
能な体制を整えてまいります。能な体制を整えてまいります。

　特に、不安定性に起因する脊椎疾患に対する固定術を　特に、不安定性に起因する脊椎疾患に対する固定術を
強みとしており、前方・後方アプローチを適切に使い分ける強みとしており、前方・後方アプローチを適切に使い分ける
ことで、低侵襲かつ再現性の高い手術を実現しています。ことで、低侵襲かつ再現性の高い手術を実現しています。

　また、高齢者や併存疾患を有する患者様に対しても、安　また、高齢者や併存疾患を有する患者様に対しても、安
全性と機能回復の両立を重視した治療を行っております。全性と機能回復の両立を重視した治療を行っております。

　地域の先生方との連携を大切にし、迅速かつ適切な診　地域の先生方との連携を大切にし、迅速かつ適切な診
療につなげてまいります。療につなげてまいります。

　脊椎疾患でお困りの患者様がいらっしゃいましたら、　脊椎疾患でお困りの患者様がいらっしゃいましたら、
ぜひご紹介ください。ぜひご紹介ください。

第一整形外科部長の就任挨拶

地域医療連携課

〒520-8511 滋賀県大津市長等一丁目1番35号
TEL.077-522-8535（直通）　FAX.077-522-4385（直通）
　　　　　月曜日から金曜日（平日）　午前８時３０分から午後7時００分まで
　　　　　土曜日	  午前９時００分から午後１時００分まで
予約受付

大津赤十字　整形外科

◆ 略歴 ◆
1991年　東海高校卒業
1997年　京都大学医学部医学科卒業
1997年　�京都大学医学部付属病院整形外科研修医
1998年　島田市民病院整形外科医員
2000年　京都市立病院整形外科医員
2003年　�京都大学大学院医学研究科博士課程 

（外科系専攻）
2007年　同修了
2007年　�京都大学医学部付属病院整形外科産学官 

連携助教（脊椎班）
2013年　�フランス・ボルドー大学第一脊椎外科フェロー 

（脊柱変形）
2015年　�京都市立病院 整形外科副部長 

（脊椎センター）
2019年　同上 部長
2026年　�大津赤十字病院 整形外科・脊椎センター


